「国際中堅企業」の登場(27)　生産設備をグローバル市場で活かす : 日本精機工業 : by 西澤 正樹




























業と鋼材商社との合弁事業である。日系商社の開発した工業団地にメッキ工場、 線材引抜工場、当社の切削工場を隣接立地させ、 材料一次加工、切削加工、表面処理加工を一貫して行うことのできるコンプレックス 形成した。
旋盤加工業として先行進出した当社工場








































































たが、 現在、 四十三 （うち六名が海外駐在）となっている。
旋削技術による小物切削部品の大量生産
と生産技術・管理パッケージで優位性を発揮する国際中堅企業は、グロ バル市場に対応して生産設備を充分に活か ているのである。そうした国際中堅企 の本社事業所にあっては、もはや大量の「人手」は必要とせず、高度な熟練技能や専門技術者と国際経営管理人材の養成・確保が不可欠となっている。
（にしざわ
  まさき・アジア研究所教授）
